
キク科オステオスペルマム属／半耐寒性多年草
【開花時期】2月下旬～6月、9～11月
【生育適温】5℃～20℃
【その他】花径:6cm・草丈:30～40cm

●直射日光を大変好みますので、半日以上日当たりの良い屋外で管理してください。
日当たりが悪いと花数が少なくなったり、土が乾きにくくなり生育が悪くなったり、根が傷みやすくなったりします。
●厳寒期の夜間は、軒下や屋内など霜の当たらない場所に取り込むことをおすすめします。霜に当たると枯れることもあります
ので、注意が必要です。 また夏の高温多湿は苦手ですので、盛夏期は直射日光の当たらない風通しのよいところで管理する
ことをおすすめします。
●乾燥には強いですが、過湿になると根腐れを起こすことがありますので、庭に植えるときは水はけのよい場所を選びましょう。
暖地以外では、庭植えにした株は、秋に鉢にあげて冬は暖かい場所で管理した方が無難です。 鉢植えの場合は、梅雨にな
れば雨のかからないところに移し、夏は半日陰で育てます。

直射日光をとても好みます。

加湿が苦手なので土が乾いているのを確認してから、たっぷりと与えましょう。

●表面を指で触って、しっかり乾いているのを確認した後、水が鉢底から流れ出るぐらいにたっぷりと与えましょう。生長期は水
と肥料を切らさないように注意してください。特に大きく育ってきた鉢植えは水切れしやすいのでご注意ください。
●気温が低かったり曇天が続くと、土が乾きにくくなりますので、水のやりすぎに特に注意してください。 常に土が湿った状態で
すと、根が伸びず株も生長しません。特に苗が小さな間は水のやりすぎにご注意ください。 厳冬期は植物の生長が緩慢になり、
吸水量も小さくなります。土の乾き具合をよく見ながら水やりをしてください。天気のよい日の午前中の水やりがおすすめです。

定期的に与えましょう。

●市販の肥料を準備しましょう。花をたくさん咲かせるためには欠かせません。植込み時には直径30cmのプランターに置き肥
として元肥を5粒混ぜ込みましょう。

●生長が盛んな時期（9月～11月、3月～6月）には追肥として市販の液肥を週1～2回のペースで定期的に欠かさずやってくだ
さい。 植え込み直後や厳寒期は根の活動が低く、根が肥料分を吸収することができないために、土壌中の肥料濃度が濃くなっ
て肥料やけや根腐れを起こすことがあります。厳寒期は追肥も控えめにしてください。
※お手持ちの肥料に記載されている肥料の使用方法、濃度、頻度を参考にしてください。

●プランターに植え込む時は、必ず新しい培養土を使うようにしましょう。
●地植えする場合は、酸性土にやや弱いので苦土石灰をすこしまいてから植えつけましょう。
●基本的に摘心、切戻しは不要です。開花の終わった花がらは花茎の根元から切り落としてください。春の満開のピークが過
ぎた6月以降に、徒長した枝を刈り込むように切戻しをすれば、秋からまた開花を楽しむことができます。秋定植の場合は、花
が休む冬の間に株をじっくり成長させることで春にひとまわり大きくなって開花数も増えますので、冬の花のない間も株を傷め
ないように（霜に当たらない場所で）管理してください。
●高温多湿に弱く、また病気を防ぐためにも株を清潔にし、花がらはこまめにとりのぞきます。

その他
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Flower Data

栽培の過程でご不明な点やお困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。

サントリーフラワーズお客様センター
電話番号：0570-550-087

（平日10：00～17：00 土・日・祝日休）

メールによるお問い合わせ info@suntoryflowers.co.jp

サントリーフラワーズホームページ http://suntory.jp/FLOWER/


